
日
本
の
中
で

世
界
標
準
の
教
育
を
提
供

経
済
学
部
で
は
2
0
1
5
年
度
か
ら
、同
大
学
の
学
位
に
加
え
、

日
本
に
い
な
が
ら
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
学
位
取
得
を
め
ざ
す
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
に
取
り
組
む
。

選
抜
し
ま
す
。

　
選
抜
さ
れ
た
学
生
は
、
４
、
５
月
に

英
語
の
強
化
授
業
を
受
け
、
６
月
か
ら

は
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
セ
ブ
島
の
語
学
学
校

で
集
中
講
義
を
受
講
し
ま
す
。
８
月
末

ま
で
に
ロ
ン
ド
ン
大
の
英
語
の
入
学
基

準
I
E
L
T
S
オ
ー
バ
ー
オ
ー
ル
5.5

（
各
項
目
5.0
）
を
満
た
せ
ば
、
９
月
か

ら
基
礎
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
I
F
P
）

の
４
科
目
を
履
修
で
き
ま
す
。

　
２
年
次
の
４
月
に
I
F
P
の
試
験
が

あ
り
、
こ
れ
に
合
格
す
れ
ば
９
月
か
ら

晴
れ
て
I
P
を
受
講
で
き
る
と
い
う
流

れ
で
す
。
約
３
年
間
で
12
科
目
を
段
階

的
に
学
び
試
験
に
合
格
す
れ
ば
、
ロ
ン

　
昨
年
度
よ
り
経
済
学
部
で
実
施
し
て

い
る
「
ロ
ン
ド
ン
大
学
と
武
蔵
大
学
と

の
パ
ラ
レ
ル
・
デ
ィ
グ
リ
ー
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
」（
以
下
P
D
P
）
は
、
武
蔵
大

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
並
行
し
て
、
本
学

の
中
で
ロ
ン
ド
ン
大
の
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム（
I
P
）
を

受
講
す
る
も
の
で
す
。
P
D
P
受
講
者

は
試
験
に
合
格
す
れ
ば
、
本
学
だ
け
で

な
く
、
ロ
ン
ド
ン
大
の
経
済
経
営
学
士

号
を
、
留
学
せ
ず
と
も
年
間
15
万
円

程
度
の
費
用
で
取
得
で
き
ま
す
。

　
実
施
の
背
景
に
は
、「
ゼ
ミ
の
武
蔵
」

+
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
」
の
両
輪

で
や
っ
て
い
く
と
い
う
大
学
の
方
針

と
、
海
外
経
験
の
あ
る
若
手
教
員
の
増

加
に
よ
る
、
教
育
の
国
際
化
に
対
す
る

意
識
の
高
ま
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
日
本
の
大
学
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
教
員
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
部

分
が
大
き
く
、
１
年
次
か
ら
専
門
分
野

の
高
度
な
内
容
を
教
え
る
教
員
も
見
ら

れ
ま
す
。
一
方
で
海
外
の
大
学
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
は
、
受
講
科
目
の
順
番
が
体

系
的
に
決
ま
っ
て
い
る
積
み
上
げ
式
で

す
。
本
学
の
学
生
に
も
、
国
際
的
な
基

準
に
則
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
も
と
で

学
士
号
を
取
得
し
、
海
外
で
も
通
用
す

る
「
学
問
歴
」
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
、

国
際
的
に
評
価
の
高
い
、
ロ
ン
ド
ン
大

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
た
P
D
P
を

導
入
し
ま
し
た
。

　
P
D
P
は
、
ロ
ン
ド
ン
大
の
教
材
を

使
い
、
試
験
の
出
題
と
採
点
も
先
方
が

行
い
、
評
価
は
厳
格
で
す
。
授
業
は
私

を
は
じ
め
と
し
た
本
学
の
教
員
が
ロ
ン

ド
ン
大
に
よ
る
教
授
法
の
研
修
を
受

け
、
英
語
で
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
教

員
だ
け
で
な
く
大
学
自
身
も
、
国
際
標

準
の
教
育
が
で
き
る
存
在
か
ど
う
か
が

問
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
の
提
供

や
幹
部
は
面
接
を
受
け
る
な
ど
、
審
査

を
受
け
ま
し
た
。

　
P
D
P
は
約
30
人
の
定
員
、
選
抜
制

で
す
。
厳
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
乗
り
越

え
る
た
め
に
学
生
は
多
様
な
ほ
う
が
良

い
た
め
、
単
純
に
成
績
順
に
選
ぶ
こ
と

は
し
ま
せ
ん
。
入
試
の
成
績
、
英
語
外

部
検
定
試
験
の
ス
コ
ア
、
英
語
の
課
題

エ
ッ
セ
イ
の
評
価
に
よ
っ
て
総
合
的
に

ド
ン
大
の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

　
導
入
初
年
度
、
P
D
P
に
つ
い
て
新

入
生
に
案
内
を
し
た
の
は
合
格
発
表

後
。
受
講
希
望
者
は
36
人
で
し
た
。
選

抜
さ
れ
た
20
人
全
員
が
、
I
F
P
を
履

修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
時
点

で
、
試
験
に
合
格
し
て
２
年
次
か
ら
の

専
門
課
程
I
P
に
進
ん
だ
の
は
５
人
。

こ
の
ほ
か
に
、
直
接
I
P
の
入
学
基
準

I
E
L
T
S
オ
ー
バ
ー
オ
ー
ル
6.0
（
各

項
目
5.5
）
を
満
た
し
て
I
P
を
履
修
す

る
学
生
が
2
、
3
人
加
わ
る
予
定
で
す
。

こ
の
合
格
者
数
は
大
き
な
成
果
で
す
。

「
教
員
が
し
っ
か
り
教
え
、
学
生
が
真

剣
に
努
力
す
れ
ば
、合
格
者
を
出
せ
る
」

と
い
う
手
応
え
を
感
じ
ま
し
た
。

　
合
格
者
の
傾
向
を
見
る
と
、
入
学
時

の
成
績
や
出
身
校
と
の
相
関
は
な
く
、

１
年
間
ま
じ
め
に
勉
強
し
た
学
生
が
結

果
を
出
し
て
い
ま
す
。
海
外
型
の
授
業

は
予
習
が
前
提
に
な
り
ま
す
。
教
科
書

の
ほ
か
、
関
連
ニ
ュ
ー
ス
を
調
べ
る
こ

と
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
調
査
で
は
、
一

期
生
の
平
均
学
習
時
間
は
１
日
約
３
時

間
で
、
時
間
が
長
い
学
生
ほ
ど
満
足
度

が
高
い
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
初
年
次
教
育
に
お
け
る
学
習
態

度
の
養
成
が
、
い
か
に
大
切
か
が
わ
か

り
ま
す
。

　
I
F
P
の
不
合
格
者
は
次
の
ス
テ
ッ

プ
に
は
進
め
ま
せ
ん
が
、
１
年
次
に
習

得
し
た
語
学
力
を
生
か
し
て
海
外
留
学

を
め
ざ
す
な
ど
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
P
D
P
で
は
国
内
で
海
外
大
の
学
士

号
を
取
得
で
き
ま
す
が
、
で
き
れ
ば
海

外
留
学
も
し
て
ほ
し
い
。
現
在
、
留
学

希
望
者
に
は
２
つ
の
選
択
肢
が
で
き
つ

つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
L
S
E
へ
の

留
学
で
す
。
た
だ
し
こ
れ
は
、
世
界
中

の
I
P
受
講
者
の
中
の
成
績
優
秀
者
に

限
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
I
P
を
導
入
し
て
い
る
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
大
学
へ
の
留
学
制
度
を

準
備
し
て
い
ま
す
。
教
材
も
シ
ラ
バ
ス

も
同
一
で
す
か
ら
、
海
外
生
活
を
体
験

し
な
が
ら
、
同
じ
内
容
の
授
業
を
受
講

で
き
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
卒
業
後
の
進
路
と
し
て
は
、
海
外
の

大
学
院
へ
の
進
学
を
勧
め
て
い
ま
す
。

国
際
評
価
の
高
い
ロ
ン
ド
ン
大
の
学
士

号
が
あ
れ
ば
、
日
本
の
大
学
の
学
士
号

だ
け
よ
り
、
門
戸
が
確
実
に
広
が
り
ま

す
。
努
力
に
見
合
う
キ
ャ
リ
ア
を
得
る

た
め
に
も
、
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
ほ
し
い
で

す
。

　
課
題
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
認
知
度
を

高
め
る
こ
と
で
す
。
二
期
生
の
募
集
で

は
希
望
者
が
倍
増
し
、
P
D
P
受
講
目

的
の
入
学
者
も
相
当
数
い
ま
し
た
。
受

講
意
欲
の
高
い
学
生
を
増
や
す
た
め
、

「
P
D
P
を
必
ず
受
講
で
き
る
の
で
あ

れ
ば
、武
蔵
大
へ
の
進
学
を
勧
め
た
い
」

と
い
う
保
護
者
の
声
を
取
り
入
れ
、

2
0
1
7
年
度
か
ら
は
P
D
P
受
講
を

確
約
す
る
特
別
入
試
を
実
施
し
ま
す
。

　
2
0
1
8
年
度
に
は
、
経
済
学
部
全

体
で
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
施
行
す
る
予

定
で
す
。
P
D
P
の
運
用
で
得
た
知
見

を
反
映
し
、
一
般
の
学
生
も
積
み
上
げ

型
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
経
験
で
き
る
よ

う
な
し
く
み
、
留
学
の
チ
ャ
ン
ス
が
広

が
る
設
計
を
検
討
中
で
す
。

　
ま
た
、
2
0
1
7
年
度
か
ら
は
、
人

文
学
部
で
は
英
語
の
授
業
と
海
外
留
学

の
み
で
卒
業
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス

タ
デ
ィ
ー
ズ
コ
ー
ス
、
社
会
学
部
で
は

英
語
+
デ
ー
タ
分
析
力
を
磨
く
グ
ロ
ー

バ
ル
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス

を
新
設
。「
ゼ
ミ
」
+
「
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
育
成
」
の
武
蔵
と
な
る
べ
く
、
全

学
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

武
蔵
大
学

課
題
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

知
名
度
向
上

一
期
生
の
合
格
者
数
に

感
じ
た
手
応
え

武蔵大学
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世
界
標
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の
授
業

とうごうけん●1961年、東京生まれ。1984年早稲田大学第一文
学部美術史学科卒業。1986年、同大学政治経済学部卒業。1990
年米国イェール大学大学院国際開発経済学修士号取得。1996年
同大学院経済学博士号取得。1998年武蔵大学経済学部助教授。
2006年より現職。

東郷 賢教授

How to…

▶１期生のIFP試験合格者5人
▶PDP受講を希望する新入生の増加

▼ 1922年、前身となる旧制武蔵高等学校開校 ▼３学部８学科。学生数は約4600人、うち経済学部は約2000人

▼ 創立以来、少人数教育を重視する「ゼミの武蔵」

成果

課題
▶高校生、保護者へのプログラムの認知拡大

国
際
基
準
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し
た
日
本
の
教
育
の
殻
を
破
る

I
P
の
利
点
を
生
か
し
た

留
学
制
度
を
準
備
中

武蔵大学経済学部（PDP）の４年間のグローバル人材教育計画

入試

語学

めざす
人材像

1年 2年 3年 4年
【経済学部】
（2017年度～）
「PDPパスポート型」：
PDP受講を確約する特
別選抜入試。出願時に
英語外部検定試験の
一定以上のスコアを求
める。筆記試験（総合問
題）＋面接で選抜

【全学部】
（2017年度～）
「全学部統一グローバ
ル型」：英語外部検定試
験のスコアを活用。基準
を満たせば、英語以外の
１科目で選抜

世界のどこででも
通用する国際的
視野と語学力を
持った人材

PDPの履修者は、
国際基準に則っ
た学士号にふさ
わしい人材

9月～：International 
Foundation 
Programme（IFP）

4月：試験

9月～：International
programme（IP）

5月：試験          
9月～：International 
programme（IP）

IPを導入している
海外大学への留学

5月：試験
9月～：International
programme（IP）
※翌年5月に試験

留学＊5

基礎教育

専門

＊1：IP はロンドン大が 1858 年から始めた通信教育課程の発展形。世界各地の学生が受講している。故ネルソン・マンデラ氏やノーベル賞受賞者なども輩出
＊2：PDP 受講費は約 30 万円／年かかるが、半額程度は大学が奨学金を支給するため、学生負担は実質 15 万円程度／年

＊3：LSE はロンドン大を構成するカレッジの１つである、ロンドン・スクール・オブ・エコノミクス（LSE）のこと
＊4：武蔵大学の人文学部・社会学部のグローバル教育については、下記の「Between」情報サイトで紹介しています
       http://between.shinken-ad.co.jp/univ/2016/10/musashidai.html

※履修の一例
　黒字：武蔵大の授業  青字：ロンドン大の授業
※留学については策定中のメニューです。

＊1

＊2

＊3

＊4

・必修外国語
・選択外国語
・４～5月：英語強化授業
・６～7月：海外英語研修

武蔵大の授業

武蔵大の授業

＊5：留学については策定中のメニューです。

特集●とりあえずな「グローバル化」からの脱却


